
ドップラー効果の要点確認　mrll／16小テスト

日次の文中の（1）～（13）にあてはまる式をかけ。

図のように、観測者A、Bが静止していて、振動数f［Hz］の音源SがAからBに向かって一定の

速さurnJsIで動いている。空気A中の音速をV［m／S〉　とし、u＜Vとする。

常連で軌蒔一斗ら、
ある瞬間にSから出た音波の波面は、t秒後には半径（l Vt　　）tm］の球面の位置まで広が

る。Sは秒間に（2　封，個。波を送。出しながら（3盤㌣）Im］だけ。に向かって

動く。したがって、（2）個の波面がSが進む前方（B側）では（4　V七一しくで）tmIの距離に、Sが進む

後方（A側）では（5　Vt十L誼　）［m］の距離の間に、それぞれ等間隔に並ぶ。したがって、Sが進む

前方（B側）での音波の波長は（6　二唾：）［mIとなる。Bは1秒あたりで考えると、

重囲
（7　＞　）tmI分の音波を聞くことになる。（7）tmlの音波には（8

ることから、Bが聞く音の振動数は（9暑い四となる。

波の波長は（10立寄／）［m］となり、Aが聞く音の振動数は（11

＞

＼／一生
）個の波が含まれてい

手

また、Sが進む後方（A側）での音

）［Hz］のようになる。

また、音源SがtotsI間鳴ったとすると、その間に（12：缶。）個の波が発生する。Aが聞く音

響灘霊鞍こなる○
ロ音源Sから観測者までの距離がより長いと、観測される振動数は

ロ音源SがBに近づくにつれて、観測される振動数は（高くなる

（低くなる（⑲

変わらな㍉

臥）棚）〟t（3）航t（4）午5）誓f（6）誓f（7）踊（8）誓f
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古根土であ璃胃癌息も？

缶詰担蒔廟法華

11112朝UP予定


